
Case：412

入床している利用者のセンサーが離床状態を示していたが、確認対応しなかった

場面の説明

心拍や呼吸を読み取るセンサーを利用している入居者が臥床しているのに離床と表示されたが、重大なことと認識
せずに対応しなかった

利用シーン 起居・就寝

夜間

主な利用場所 寝室

介護保険の種目 －

分類コード(CCTA95) 215191(見守り機器)

介護テクノロジー 見守り・コミュ（施設）

二次元バーコード

解説

心拍や呼吸を読み取るセンサーでは、それらが読み取れない状態を離床と判断し表示するケースがあります。入床
しているにもかかわらず離床と表示されている場合は心拍や呼吸が停止している状態を示し、亡くなっていること
も考えられ、入室してベッドサイドで状態を確認すべきです。見守りセンサーの利用では、機器の特性を理解し
状態に応じて訪室での確認を必須にするなどマニュアル化しておくことも重要です。

参考要因

人：部屋の入り口から入床していることが見えたので離床の表示が誤りだと思い込んでしまった
人：昨日まで元気だったので急変するとは思わなかった
モノ：離床の通知を主目的に設計された機器ではなかった
管理：実質的な離床センサーとして活用しており、心拍や呼吸の状態ごとの対応ルールを決めていなかった


